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ププララッットトフフォォーームム通通信信  第１１号 

 平成２６年１０月１５日発行 

   （社）未来のまち・交通・鉄道を構想するプラットフォーム 

ワクワク仕事 してますか？ 

                                  金澤 博 

 

今から２０年ほど前、鉄道建設公団在職中の筆者は「つくばエクスプレス線」の工事担当

部長を命ぜられました。当時、工事は着手されたばかりで難問山積です。その中でも、いか

に地元協議を円滑に進めるかが最重要課題でした。 

 ある日、埼玉県内担当の課長補佐が地元協議の状況を私に報告してきました。彼は、「協議

相手の A 市 B 課長に、『公団の人は実に楽しそうに仕事するねー』と感心されました」と、

嬉しそうに報告を締めくくりました。協議は順調に進んでいます。地元行政側にとって、鉄

道新線の建設はどちらかと言えば余計な仕事です。事業を進める側が情熱をもって丁寧に説

明し続けなければ、地元の理解や協力は到底得られません。 

 B 課長の一言を引き出した補佐は素晴らしい技術者でした。一方で、鉄道建設が地元の利

益になるように、補佐を褒めながら公団を上手に利用した B 課長も見事な手腕の持ち主と言

えるのでしょう。 

 筆者は仕事を進めるときや問題解決に当たるとき、「よく眠れる選択肢は何か」、「どうすれ

ば楽しいか」、「ワクワクするか」などを判断の分かれ目にしてきました。 

企業や国家は、構成メンバーの年齢の若さが自慢になるのではなく、「よく眠れて健康な人」

と「ワクワク仕事する人」がどれほどいるかで勝負が決まるのではないか、と思います。言

い換えれば、メンバーの健康を保ち、その人たちにワクワクした仕事を提供することが企業

（社会）活動として最も重要であり、生き残るカギを握るのだと思います。 

 

内閣府の統計資料によると、６５歳以上の高齢者は２０１２年に過去最高の３０００万人

を突破しました。総人口比２４％、およそ４人に一人です。それが、およそ２０年後の２０

３５年には、３人に一人になるまで増え続けると予想しています。ごく近い将来の我が国は、

世界が経験したことのない超高齢社会に否応なく突入します。子育て、教育、雇用、医療、

年金、街づくりなど、あらゆる施策が高齢化を念頭において実施されなければなりません。 

団塊世代の真ん中で、３人の孫を授かっている筆者は、ささやかな覚悟を持とうと思いま

す。上の２人は７歳と５歳の男の子。下は１歳の女の子。驚くほど活発です。まずは、孫た

ちと鬼ごっこ、キャッチボール、サッカーができるように身体を鍛えておくこと。次に、国

語、算数、英会話など、彼らの成長に合わせて学び直すこと。第三に、小旅行やイベント（こ

の夏は、ジジババ孫で、旭山（動物園））など、彼らがワクワクする時間や場を与えることが

できるように（実は自分が楽しむために）、少しばかりの蓄えを持ち続けること。 
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急激に成長していく孫たちを利用しながら、自分ができることを楽しくやっていけば何と

かなるわい、と楽観しています。 

 

       大成建設株式会社 常務執行役員 

                          未来構想プラットフォーム 理事 

 

  ＷＳ（ワークショップ）研修                        
（空き８ポイント一行 

■実施事例：浜松町駅改良構想の施工計画（2011.07～2011.09 全 6回） 

【目的】各自が独自に施工計画のコンセプトを創り、プロジェクトの骨格となる概略施工計

画を組立てる力を高める。 

【参加者】ファシリテーター：JR東日本東京工事事務所工事計画予算室担当課長 

研修参加メンバー ：土木５名 建築３名 

【ＷＳ研修実績】 

第 1回 特別講義（鉄建建設・山本特別顧問） 

自分が経験したプロジェクトの施工計画案紹介（理解度の確認） 

第２回 調査計画段階における概略施工計画のポイント 

     ・概略施工計画を組立てるためには何を考えればよいか（要求・制約条件） 

第３回 検討ケースを「浜松町駅改良」と設定し、計画案と現状の把握 

     ・設備計画の設定と主要条件の整理を行う 

第４回 施工計画のコンセプトと概略施工計画 

     ・独自の施工計画のコンセプト創りと概略施工計画策定 

第５回 主要な数量と概略工程 

・概略施工計画に基づく主要な数量・工程の把握（数量と工程の整合） 

第６回 研修のまとめ 

・調査計画段階の概略施工計画を考えるポイントを整理する 

  ＊初の「調査計画段階の施工計画部門ＷＳ研修」であり、実施後、カリキュラムを含め

反省と改善提案を行い、以後の我孫子駅自由通路拡幅施工計画や橋本駅改良施工計画

ＷＳ研修に繋げていきました。 

（事務局） 

■ＷＳ研修：首都圏鉄道網３０年ビジョン第３・４回を開催 

 第 3回ＷＳ研修が 9月 17日、将来ビジョンの着眼点と利用者の効用をテーマに開催されま

した。第４回ＷＳ研修が 10月 1日、30年後首都圏の人がどのような生活をしているかをテ

ーマに開催されました。 

 冷静な（客観的な）予測が多く、オブザーバーから「こうなったらいいなという具体的な

夢」がやや不足しているとのコメントがありました。 

（事務局） 
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  ＶＯＩＣＥ（会員の声）                         

絵本を愉しむ 

 

子育てを始めて２年になります。 

毎日、仕事から帰宅し食事や洗濯といった一連の流れ仕事を終えほっとすると、子供と触れ

合える、濃密な、束の間の時間が訪れます。２歳の息子は目下機関車トーマスに夢中なので

ＤＶＤを見たがるのが常ですが、できる限り絵本を読んであげるよう心がけています。（食

事の準備中など子供がぐずぐずした時にはＤＶＤも必需品です、念のため。） 

絵本の読み聞かせには、いくつかの良い点があると感じています。 

① ひざに乗せ密着して読むことで安心感を得られる 

② 絵本の中身から、日常の様々な話題に展開できる 

③ 同じ本でも日々変わる子供の反応から、成長を確認できる 

まだ甘えたいざかりなので、これらの中でもやはり触れ合う時間を持てることが最大のメリ

ットでしょうか。長時間保育園へ預けているという罪悪感をも打ち消してくれ、自分へのご

褒美ともいえるかもしれません。 

保育園の行き帰りの途中しょっちゅう電車を眺めているためか？あるいはDNAか？すっか

り電車好きに成長しつつある息子が中でもお気に入りの本を、ここでいくつか紹介させて頂

きます。「絵本」というだけあり、最大の魅力は挿絵。変わりゆく風景や、電車にのって大

切な人に会いに行く高揚感を改めて感じさせてくれます。ワクワクしながら頁をめくる楽し

みに、大人もいつしかはまります。 

 

■「しゅっぱつしんこう！」（著：山本 忠敬 出版：福音館書店） 

親子を乗せた特急電車が、山中を、野原を、鉄橋を、走ります。－まだ頁を

めくる力加減が分からない頃に図書館で借りたので、興奮した子供が紙をビ

リビリと破いてしまい初の“買取り”になった思い出深い本です。そのくら

い絵がリアルでスピード感があり、迫力満点です。 

 

 

■「カンカンカンでんしゃがくるよ」（著：津田 光郎 出版：新日本出版社） 

街の中、踏切を待つぞうくんとうさぎちゃんは、色々な電車を目にします。

踏切がようやくあがり、車が通ります。－貨物列車の数を、ひとーつふたー

つと数えたり、手を振ったり。大人はイライラする踏切も、子供にとっては

最高のアトラクションです。最近はだいぶ減ってきた踏切ですが、街中で見

かけると「カンカンカン、電車こないねぇ」と大声で反応しています。 
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■「うんてんしよう！ちゅうおうせん」（出版：交通新聞社） 

東京駅から高尾駅まで、それぞれの写真に合ったボタンを押すと、警笛が

鳴ったり車内アナウンスが流れます。－人気を博した『電車でGO！』の幼

児向け本という感じです。実際に乗車したことを思い出しているのか、楽

しそうにボタンを連打しています。 

 

 

■「SLれっしゃだいさくせん」（著：横溝 英一 出版：小峰書店） 

小学生の２人が親戚のおじさんの家まで、SL・急行・新幹線と乗り継いで旅

をします。－トーマスと同じ機関車が出てくるうえに、電車を次々と乗り換

えていくのが最高に楽しいようで、「次は？次は？」と楽しそうに聞いてき

ます。不便に思える感じる乗り換えもむしろ楽しみの一つのようです。いつ

か実物に乗せてあげたいな、と夢が広がります。 

 

（安西 綾子  中央復建コンサルタンツ株式会社） 
 

  ＮＥＷＳ                                   

（空き８ポイント一行） 

■計画・交通研究会 平成26年度第４回イブニングセミナーのお知らせ 

・日 時：2014年12月5日（金） 17：00～ 

・場 所：東京大学本郷キャンパス 2号館212号講義室 

東京都文京区本郷7－3－1 

（懇親会 東京大学本郷キャンパス内第2食堂 3000円会費） 

・テーマ：国際交通基盤としての空港経営・港湾経営の新たな展開 その現在と未来 

・趣 旨：2012年に伊丹空港と関西国際空港が統合され、民間会社「新関西国際空港」とし

てスタートした新関西国際空港は積極的な経営戦略が効果を上げ着実な事業展開を遂げて

いる。また先行する仙台空港と同様、将来的にはコンセッション化が検討されている。一

方、港湾ビジネスについても世界的に種々の民営化スタイルの展開が進められている。 

・話題提供者    新関西国際空港（株）代表取締役会長 安藤圭一 

            新関西空港経営の今と将来（仮題） 

          政策研究大学院大学 客員教授 井上聰史 

            港湾経営民営化の実相（仮題） 

・ファシリテーター 東京大学・政策研究大学院大学 教授 家田 仁 

          茨城大学          准教授 平田輝満 

・問い合わせや申し込みは一般社団法人計画・交通研究会事務局まで 

      Tel  03-4334-8157   E-Mail  jimukyoku@keikaku-kotsu.org  

 (事務局) 
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■シビルＮＰＯ連携プラットフォーム（ＣＮＣＰ）が会報第６号を発行 

  ＣＮＣＰ通信第６号の掲載項目は以下のとおりです。 

   ・巻頭言  辻田満 ＮＰＯ法人シビルサポートネットワーク代表理事 

       シビルＮＰＯの厳しい道のり 

   ・コラム  高橋万里子 ＮＰＯ水・環境ネット東北 専務理事 

・会員紹介 ＮＰＯ法人「州都広島を実現する会」 

・部門活動紹介 地域活動推進部門 

・会員からの投稿 ＮＰＯ法人「道普請人」福林良典 

    不惑の年の土木技術者がＮＰＯで飯を食う 

・イベントのご案内  第８回「ＳＬＭ放談会」 H26.11.13 

・事務局通信   

・問い合わせや申し込みはＮＰＯ連携プラットフォーム事務局まで 

     E-Mail  info@npo-cncp.org    ホームページURL：http://npo-cncp.org/ 

 

（事務局） 

 

  今月の国際比較データ                                   

①世界の地下鉄ランキング 

出典：The Economist January 5th 2013 

資料提供者：小林重夫 ジェイアール東日本コンサルタンツ 

 

mailto:info@npo-cncp.org
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②世界の原子力発電所の廃炉状況 

出典：世界の原子力発電開発の動向(プレスキット)  (一社)日本原子力産業協会 

資料提供者： 山口芳昭 鹿島建設株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際比較データを募集しています。 
出典を明記し、メールで下記まで送信して下さい。 

kokusai-data-ws@miraikoso.or.jp 
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  事務局通信                                                 
（空き８ポイント一行） 

■上野駅周辺整備構想ＷＳ（第２シリーズ）グループ討議始まる 

昨年度ＷＳより提示された共通かつ重要課題の中から 

  ［Ⅰ］浅草通りを中心としたＬＲＴの実現方策 

［Ⅱ］上野駅公園口と公園・道路の一体化方策 

［Ⅲ］駅周辺の街づくりを反映した上野駅整備方策 

の３つのテーマを設定し、それぞれのテーマを担当する４～５名の３グループを構成しまし

た。グループ発表は各グループ2回を予定しており、リーダーのもとグループ討議が始まりま

した。 

第1回目の発表が10月22日のⅠグループからスタート、12月までにⅡⅢグループからの発表

を予定しています。1月からは第2回目「まとめ」の発表となります。 

（事務局） 

■賛助会員を募集しています 

（社）未来のまち・交通・鉄道を構想するプラットフォーム（略称：未来構想プラットフォーム） では、

下記の目的に賛同し、活動支援を行って頂く “賛助会員” を募集しています。 

 

 

■未来構想プラットフォーム（場）は、 

   ・これからのまち・交通・鉄道を構想し議論する場 

   ・各界の有識者によるワークショップなどを企画開催する場 

   ・元気なベテラン技術者から次代を担う若手技術者への技術継承の場 

   ・国内・海外のインフラプロジェクトに参画できる技術者の養成の場 

であり、産学官・現職ＯＢの壁を越えて、様々な形での交流を目的としています。 

 

       

□プラットフォーム（場）での議論のテーマは、自主研究の他、いろいろな企業や事業主 

から持込まれるもので、造詣の深い会員や各界の有識者がメンバーとなってまとめ 

ます。言い換えれば非公式な委員会です。 

□ワークショップ形式による研修を実施しています。具体的な駅を中心とした将来構想 

や調査計画段階の施工計画を１講座６～８回のシリーズで行い、その手順や重要な 

ポイントを学びます。 

 

賛助会員として入会頂くと、 

□講演会や各種研修に優先的に参加出来、各界の有識者や他社の技術者との交流の機会をも

てます。 
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プラットフォーム通信では、メンバーの皆様の投稿をお待ちしています。 

連絡先：未来構想 PF 事務局 土井  携帯:090-9150-8613 メール：info@miraikoso.or.jp 

〒100-6005 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビル 5F-28 

□Facebook 交流グループ（非公開）で行われている意見交換（企画中）を見ることはもちろん、議

論にも参加出来ます。 

□会費は無料です。 

 

入会希望者は、末尾連絡先（事務局）に「賛助会員希望」とメールで申し込んで下さい。 

 

   

   

～～～   ●●●   今今今月月月ののの写写写真真真コココーーーナナナーーー   ●●●   ～～～   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（田中祐二 ジェイアール東日本コンサルタンツ） 

郷  の  秋 

も  み  じ 

mailto:info@miraikoso.or.jp

